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.2面・…夏の交通事故を防ごう

.3面・・・平利用閣の行事を紹介

.4・5百一・市民参加で進めてい

ます~総合計画策定状況を紹介

主な内容

自エパルヂカ
フ月20日「海の

'97ビm

平
軍
海
岸
の
ピ
l
チ
パ
ー
ク
で
、
今
年
も
「
ピ
ー
チ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
聞
か

れ
ま
す
。
期
間
は
七
月
二
十
日
の
「
海
の
日
」
か
ら、

八
月
三
十

一
日
ま
で
の

四
十
三
日
間
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
ピ
1
チ
バ
レ
I
の

常
設
コ

1
ト
。
砂
浜
で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
観

戦
し
た
り
、
海
浜
浴
を
楽
し
ん
だ
り
で
き

る
ボ
1
ド
ウ
ォ

I
ク
。
そ
し
て
、

一
年
を

過
し
て
使
え
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

「ピ
1
チ
セ
ン
タ
ー
」
。

開
設
八
年
目
を
迎
え
た
ピ
l
チ
パ

1
ク

は、

今
年
も
ピ
l
チ
カ
ー
ニ
バ
ル
の
期
間

中
、
熱
い
夏
物
語
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
相
模
川
河
口
で
「
花
火
大
会
」

が
他
さ
れ
る
七
月
二
十
五

H
の
夜
に
は
、

絶
好
の
見
物
場
所
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

ビ
l
チ
セ
ン
タ
ー

シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
は
ビ
l
チ
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
。
温
水
シ
ャ
ワ
ー
は
有
料

(一

回
百
円
)
で
す
が
、
屋
外
に
は
無
料

の
シ
ャ
ワ
ー
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ピ
l
チ
セ
ン
タ
ー
の
一
階
に
は
、

波
や
風
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
悩

報
プ
ラ
ザ
、
軽
食
を
師
免
す
る
充
府
、
ス

ポ
ー
ツ
用
具
を
貸
し
出
す
事
務
京
な
ど
が

放
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
階
に
は
ラ
イ
フ

セ
l
パ
l
の
詰
め
所
が
あ
り
、
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ゃ
な
ぎ
さ
で
の
遊

び
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ピ

1
チ
セ
ン
タ
ー
前
の
ボ
l
ド

ウ
ォ
l
ク
に
は
、
夜
に
な
る
と
足
元
灯
二

十
誌
が
点
灯
(
七
時
か
ら
十
時
ま
で
)
し、

潮
騒
と
と
も
に
ム
l
ド
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

マ
利
用
で
き
る
時
間

・
平

円

午

前
9
時
i
午
後
6
時

・
土

・
円
附
日

午
前
9
時
1
午
後
7
時

※
ト
イ
レ
は
午
後
叩
時
ま
で
使
え
ま
す

臨
時
パ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ピ
ー
チ
パ

l
ク
へ
は
、
平
塚
駅
か
ら

「な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
を
南
に
向
か

っ
て
徒
歩
約
十
分
。
ま
た
、
駅
南
口
か
ら

は
ピ
l
チ
パ

l
ク
の
北
隣
り
の
湘
南
海
岸

公
園
行
き
の
臨
時
パ
ス
(
片
道
百
六
十
円
)

が
午
前
九
時
二
十
分
か
ら
午
後
五
時
二
十

分
ま
で
、

二
十
分
お
き
に
運
行
し
て
い
ま

す
。胤

辺
は
交
通
渋
滞
が
予
怨
さ
れ
ま
す
の

で、

臨
時
パ
ス
か
徒
歩

・
自
転
市
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

マ
ビ
l
チ
セ
ン
タ
ー
宮

(お
)
4
7
8
1

| 主なイベントを紹介 | 
.印のイベントへの応募は、電話で

ピーチセンター宮23-4781へ。
。オープニング式典

.7月20日午 前9時-10時
-式典後クリーンキャンペーンを実施

。 ピーチコンザート

.7月20日-8月31日の毎週土・日曜日、
午後4時-7時

. ビーチバレー・ピーチクラブ力ツブ

.7月20日
ぷ認定(lチーム2人)CD-一般男子および

混 合64チーム、告ト般女子64チー ム

0ポイントビーチバレー大会

7月26日-8月31日の毎週土・日曜日
(8月2日と3日を除く)

。 ビーチタッチフットポール関葬むた会

.7月31日-8月3日の4日間
-代表260チームによるトーナメン ト

Oピーチタッチフッ トiR-)レ全国大重量

.8月3白

・代表4チームによる トーナメント

. ビーチドッジポールトーナメン ト

.8月10日
・募集 (1チ ーム10人)

・スポーツ力イト大会

.8月16日、 17日
・享見程 (1チーム2-7人)参加恭阻000円
. ピーチサッカーフェスティJυレ

.8月23日、 24日
-募集小学生1チーム5人(登録は10
人まで)、出場チーム数に制限なし

。 ビーチサッカー全国大三き

.9月7日

・代表9チームによるリーグ戦

一局安24チーム

相模川河口の白熱を守る会は、波り，Qが

JtIi!う干潟を守るためl剥係機|測と地道な話し

合いを続け、その活動が認められて本年 5

月に環境庁から表彰を受けました。取材は

瀧 谷美佳さん(黒部丘)

~ 

平
塚
市
は
今
年
を
環
境
元
年

と
位
世
づ
け
て
い
ま
す
。
市
の

東
部
を
流
れ
る
相
模
川
、
こ
こ

の
自
然
を
二
十
数
年
間
見
守
っ

て
き
た
人
身
が
い
ま
す
。「
相
模

川
河
口
の
自
然
を
守
る
会
」
の

方
々
で
す
。
守
る
会
は
今
年
度
、

野
生
生
物
保
護
助
労
者
と
し
て

環
境
庁
自
然
保
護
局
長
表
彰
を

交
け
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、

野
刈
の
慨
然
な
ど
を
通
し
て
自

然
環
境
の
保
能
活
動
を
続
け
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
結
果

で
す
。

会
長
の
鈴
木
右
ヱ
門
さ
ん
は

「初
め
は
品
を
見
て
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
で
し
た

が
、
自
の
前
の
自
然
が
だ
ん
だ

ん
破
壊
さ
れ
て
い
く
の
を
黙
っ

て
見
て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
仲
間
と
の
出
会
い
も
あ
り

ま
し
た
し
」
と
活
動
の
き
っ
か

け
を
話
さ
れ
ま
す
。

相
模
川
河

nに
は
、
カ
モ
や

シ
ギ
と
い
っ
た
波
ロ
品
が
や
っ

て
く
る
干
潟
が
あ
り
ま
す
。
干

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

野鳥観察をする「守 る会J
のみなさん。 円内は鈴木会長(右)と

事務局の白井さん

潟
は
お
の
え
さ
場
で
あ
り
、
速

い
国
へ
渡
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補

給
す
る
大
切
な
場
所
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
年
々
干
潟
が
侵
食
さ

れ
、
環
境
も
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
。
会
で
は
毎
月
山
然
観
察
会

を
聞
い
た
り
、
会
報

「は
ま
ひ

る
が
お
」
を
発
行
し
た
り
し
て
、

向
然
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま

す
。
会
民
は
県
内
に
約
二
百
五

十
人
い
ま
す
。

ま
た

一
方
で
、
市
民
が
よ
り

自
然
に
親
し
む
た
め
の
提
案
も

し
て
い
ま
す
。
と
ん
ぼ
の
池
な

ど
を
配
置
し
た
「
相
模
川
河
口

エ
コ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
と
い
、
っ

プ
ラ
ン
は
、
サ
l
フ
卯
の
際
に

県
に
提
案
し
、
優
秀
賞
を
受
け

ま
し
た
。

「
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
1
ム
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
が
自

然
を
求
め
て
い
る
時
代
。
利
用

者
の
ル
l
ル
づ
く
り
も
必
要
で

す
ね
」
と
事
務
局
の
白
井
勝
之

さ
ん
。
私
た
ち
も
身
近
な
自
然

に
自
を
向
け
る
と
と
も
に
、
自

然
を
将
来
に
残
し
て
い
く
た
め

の
意
識
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
守
る
会
」
の
観
察
会

が
次
の
と
お
り
聞
か
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

V
河
口
秋
の
渡
り
の
観
察
会

-
9
月
M
口
(口
)
、
集
合
は
午

前
8
時
平
塚
駅
南
口
階
段
下
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夏
の
事
故
と
は

「暑
く
て
い
ら
い
ら
し
て
:
・」「
寝

不
足
で
ポ
ー
っ
と
し
て
:
・
」
。
毎
年

夏
に
は
レ
ジ
ャ
ー
型
交
通
や
解
放
感

に
よ
る
過
労

・
無
謀
運
転
が
増
え
、

交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

特
に
、
夏
休
み
に
入
る
と
子
ど
も

の
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

原
因
別
で
は
、
路
上
で
の
遊
び
、
自

転
車
で
の

一
時
不
停
止
、
飛
び
出
し

な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
一
日
(
休
)
か
ら
三
十
日

「
夏
型
」
の
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

(
水
)
ま
で
の
十
日
間
、
互
の
交
通
事
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
次
の
点
を
参

故
防
止
運
動
が
全
国

一
斉
に
実
施
さ
考
に
し
て
ご
家
族
で
話
し
合
っ
て
み

れ
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「交

通

て

く

だ

さ

い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
立
を
楽
し
く
安
全

O
過
労

・
無
謀
運
転
は
や
め
よ
う

に
」
で
す

0

・
海
や
山
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
は
時
間
に

平
塚
警
察
署
管
内
で
は
、
今
年
に
余
裕
の
あ
る
計
画
を
立
て
て
、
過
労

入
っ
て
交
通
死
亡
事
故
が
続
発
し
、
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

七
月
七
臼
現
在
既
に
十
四
人
も
の
尊
・
バ
イ
ク
に
来
る
と
き
は
安
全
な
服

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
の
袋
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ
り

原
閃
を
み
て
み
る
と
、

二
人
乗
り
の
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
昼
間
も
ラ
イ
ト

白
転
車
事
故
や
、

信
号
無
視

・

飲

酒

を

つ
け
、
向
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

運
転
な
ど
の
無
謀
な
巡
転
に
よ
る
事
し
ま
し
ょ
う

故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
夜
間
、
自
転
車
に
釆
る
と
き
は
、

hva司
令
。
&
v
e
h
V
4
h
V
4
a
V
A司
令
4
h
V
4
h
v
a
q
a
V
A
q
h
v
e
&
v
e
h
V
4

・
4
h
V
4
h
v
a
q
h
V
4
&
V
4
h
V
4
h
V
4

2
年
)
、
昨
日
英
野
梨

(金
目
中
3

年
)
、
星
野
由
仁
加

(帯
日
野
中
2

年
)
、
百
地
暁
海

(フ
ェ
リ
ス
女
学

院
中
2
年
)
、
山
田
彩

(春
日
野
中

3
年
)、
伊
藤
瑞
夏

(江
陽
中
3
年)、

松
本
来
澄

(旭
陵
中
3
年
)
、
峰
松

美
幸
(横
内
中
3
年
)
、
西
岡
作
気

人

(二
宮
古
3
年
)
、
忠
一野
安
留
波

(山
手
学
院
高
1
年
)、
野
口
さ
ゆ
り

(大
原
高
1
年
)、
石
県
瑠
美

(平
塚

商
業
高
1
年
)
、
北
村
瑠
美
子

(湘

南
工
大
付
属
高
1
年
)
、
水
津
直
子

.

野
崎
奈
由
子
・
落
合
悦
子

・
森
野
智

子

・
杉
山
紗
耶
(
平
塚
江
南
高
2

年
)
、
鎌
凶
久
美
子
(
薗
組
白
百
合

学
園
高
3
年
)

青
少
年
海
外
派

遣
団
員
を
紹
介

第
十
二
次
青
少
年
海
外
派
遣
団
の

団
只
二
十
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
行
は
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月

八
日
ま
で
の
十

一
日
間
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス

州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
を
訪
問
し
ま
す
。

現
地
で
は
ホ
l
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通

し
て
交
流
を
深
め
、
そ
の
体
験
を
市

内
で
の
青
少
年
活
動
に
役
立
て
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

A'回
日

藤

田

恭
平
(
太
洋
中
2

年
)
、
吉
田
裕

一
郎

(湘
南
学
園
中

必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う

O
子
ど
も
の
事
故
を
防
ご
う

・
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
徐
行
や

一

時
停
止
を
す
る
な
ど
「
思
い
や
り
の

あ
る
巡
転
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

-
夕
刊
府
れ
ど
き
や
夜
に
外
出
す
る
と

き
は
、
日
に
つ
き
ゃ
す
い
明
る
い
服

装
を
身
に
抑
制
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

・
子
ど
も
だ
け
で
出
か
け
る
と
き
は

「
気
を
つ
け
て
ね
」
と
、
ひ
と
こ
え

か
け
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
は
「
ひ
と
ご
と
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

一
人

一
人
が

交
通
ル
1
ル
を
守
り
、
交
通
耶
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

マ
担
当

交
通
安
全
課

(内
線
6
4

0
)
 

= 

= 

6
月
定
例
市
議
会
の
結
果

「行
政
手
続
条
例
」
な
ど
を
可
決

六
月
二
日
開
会
さ
れ
た
市
議
会
六

月
定
例
会
は
、
六
月
二
十
三
日
審
議

を
終
え
、
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
行
政
手
続
条
例
の

制
定
な
ど
七
蹴
案
が
市
長
か
ら
提
案

さ
れ
、
審
議
の
結
来
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ

ッ
カ
ー
く
じ
に
閲
す
る
決
議
、
迫
伝

子
組
み
換
、
ぇ
食
品
に
閲
す
る
意
見
性

な
ど
、
椴
只
提
出
の
六
会
議
案
を
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

.
行
政
手
続
条
例

平
成
六
年
十
月

一
日
に
施
行
さ
れ

た
行
政
手
続
法
第
三
十
八
条
の
規
定

の
趣
旨
に
従
い
、
本
市
の
行
政
運
営

に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上
を
図
る
た
め
定
め
た
条
例
で
す
。

同
法
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
適
用

除
外
と
な
っ
た
条
例
等
に
基
づ
く
申

請
に
対
す
る
処
分
お
よ
び
不
利
益
処

分
、
行
政
指
導
並
び
に
条
例
等
に
基

づ
く
届
け
出
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

処
分
等
の
手
続
き
に
闘
し
共
通
す
る

耶
羽
を
定
め
ま
し
た
。
施
行
は
今
年

十
二
月

一
日
で
す
。

avサ
ッ
カ
ー
く
じ
に
関
す
る
決
議

国
会
で
は
サ
ッ
カ
ー
く
じ
導
入
を

目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
法

案
が
衆
議
院
を
通
過
し
、
参
議
院
で

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
財
源
確
保
と
は
い
、
ぇ
、

サ
ッ
カ
ー
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
原
理
を

持
ち
込
む
こ
と
は
管
少
年
の
ス
ポ
ー

ツ
観
を
ゆ
が
め
、
さ
ら
に
健
全
な
心

身
の
発
達
に
附
告
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
塚
市
議
会
は
、
サ

ッ
カ
ー
く
じ
の
導
入
に
は
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
拙
速
な
導
入
に

は
反
対
す
る
決
議
を
し
ま
し
た
。

A'遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
関
す
る

意
見
書

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
は
、
大
豆

休
日
の
朝
に
は
中
央
図
讐
館
の

前
に
長
い
行
列
が
で
き
る

や
ナ
夕
、
不
な
ど
七
品
目
が
厚
生
省
に

よ
り
認
可
さ
れ
、
今
後
大
祉
に
輸
入

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
安
全
性
や
環
境
へ
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
国
民
の
聞
に
不
安
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
不
安

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
安
全
性
に

つ
い
て
の
徹
底
的
な
務
査
と
情
報
の

公
開
、
消
賞
者
に
選
択
の
権
利
を
保

障
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
機
会
は
政
府
(
関
係

行
政
庁
)
へ
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

の
安
全
涯
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

食
品
添
加
物
と
同
様
に
表
示
の
義
務

づ
け
を
早
急
に
行
う
よ
う
要
望
す
る

意
見
件
を
提
山
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
決
ま
る

五
月
十
五
日
に
聞
か
れ
た
臨
時
市

議
会
で
、
議
会
運
営
委
只
会
の
委
員

が
改
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

(

敬
称
略

・
順
不
同
)

マ
委
日
長
小
林
保
雄

(湘
南
ク
ラ

ブ
)

マ
副
委
員
長
掛
川
幸
子

(社
民
ク

ラ
ブ
)

マ
委
只
原
孝
子

(共
産
党
)
、
陶

山
政
彦

・
細
野
忠
彰
・
上
原
平
生

(湘
南
ク
ラ
ブ
)
、
秘
坂
克
俊

(公

明
)、
後
藤
郷
彦

(社
民
ク
ラ
ブ
)

夏
休
み
に
な
る

…
質

問

…

ー

い
と
図
骨
館
の
利
用

者
が
多
く
な
り
、

中
央
図
哲
館
で

は
参
考
宅
の
府
に
な
か
な
か
座
れ

な
い
そ
う
で
す
が
、
府
の
附
設
な

ど
は
さ
れ
る
の
で
し
ょ
、
っ
か
。

(小
鍋
品
菅
原
利
江
さ
ん
)

会
議
室
を
学
習
室
に
。
整

理
券
を
8
時
田
分
に
配
布

-
:
:
j
i
--:一

中
央
図
斡
館
で

…
お
答
え

・

1

."
は
、
耳
休
み
期
間

中
に
、
会
議
室
を
臨
時
学
習
室

(
四
十
席
)
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
早
朝
か
ら
並
ば

れ
る
方
が
多
く
、

開
館
時
の
混
乱

を
防
ぐ
た
め
、
臨
時
学
習
室
の
整

理
券
を
朝
八
時
五
十
分
に
玄
関
前

D
回
型
蒸
気
機
関
車

写

生

会

の

結

果

会蚕 〆
イ乍E
品 4こ

選
，;t 
:h 
た
原
田
恵
さ

博
物
館
前
側
に
あ
る
D
臼
型
蒸
気

機
関
車
の
写
生
会
が
五
月
十
八
日
に

聞
か
れ
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
小
学
生

ま
で
、
百
五
十
四
点
の
応
募
作
品
の

中
か
ら

「特
選
」
に
選
ば
れ
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
中
央
公
民
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
七
月
十
六
日
午

後

一
時
か
ら
二
十
日
午
後
冗
時
ま
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

マ
特
選
(敬
称
略
)

鈴
木
克
和

(
美
里
幼
稚
園
)、
栄
宣
考

(神
田
小

1
年
)
、
柳
川
千
佳

(宮
士
見
小
2

年
)、
原
田
砦

(八
幡
小
3
年
)、
小

山
部

(八
幡
小
4
年
)
、
相
原
衣
笠

(花
水
小
5
年
)、
原
田
忠

(八
幡
小

6
年
)

で
お
配
り
し
ま
す
。
参
考
箆
に
つ

い
て
も
、
八
十
八
席

(社
会
人
優

先
席
十
席
を
含
む
)
を
指
定
席
に

し
て
、
指
定
席
券
を
八
時
五
十
分

に
玄
関
前
で
お
配
り
し
ま
す
。

な
お
、
各
凶
貯
館
と
も
毎
迎
月

鴫
日
の
ほ
か
、
月
末
の

一
円
を
図

啓
義
理
の
た
め
休
館
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
七
月
三
十

一
日

(木
)と
八
月
三
十

一
日
(日
)
は
休

館
し
ま
す
の
で
、
ご
注
怒
く
だ
さ

し
vマ

担
当

中
央
図
書
館
宮

(訂
)

0
4
1
5
 

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど

は
、
お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴

担
当
(
内
線
3
5
5)
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い

幼縫園教員を募集
募集人数・・・・・・・・・・・・・・・若干名

. 受験 資 格 昭和42年4月2口以降に生まれた人で

幼稚闘教諭普通免許状を持っている人または平

成 10年3月までに取枠凡込みの人

.申し込み方法 指定の「申込:t!u、 「 自己推}.r.~ t!日

(教育総務課にある) に必要事項を記入して、 7

月 16日(水)-25日(金〉の聞の平日に、本人が教

行総務課へ直接持参する

.1次霊式験 8月30日(Jニ)

.受験 申込書 の請求 ・問 い合わせ先

教育 総務 課(訟原分庁舎21惜 ・H35-8112)

広聴パトロール「私の提案コーナー」

るなたの「声jを聴かせτください
みなさんのご意見・ご要望をお聴きし、市政に辰映させるため、広報広聴課の職員が地区公民館を

罰問する「広聴パトロール」を実施しています。昨年度は、まちづくりへのご意見などを、 265件いた

だきました。さ吉年lま次の日程で実施します.ぜひ、あなたの「声jを聴かせてください。

. 7月15日(火)14時-16時金目公民館

. 7月23日(水)14時-16時旭南公民館

. 7月25日(金)14時-16時土屋公民館

. 8月 6日(水)19時-21時 豊田公民館

φ 8月 7日(木)19日寺-21時神田公民館

. 8月20日(水)19時-21時城島公民館

. 8月21日(木)19時-21時岡崎公民館
※ 9月以降の予定については広報ひらつか 8月 15

日号 でお 知5せします。

。 問い合わせ先 広報広聴課 広聴担当 (内線355)

。清掃し尿従量手数料(第4期)

。公共下水道使用料 (第4期)

。固定資産税 (第2期)

0国民健康保険税(第2期)

。国民年金保険料(第4期)

7月納期の市税・手数料

納期最終日 7月31日(木)



平
塚
市
に
は
、
昭
和
二
十
年
七
月

十
六
日
に
空
襲
を
受
け
、
市
街
地
の

戸
数
の
約
七
制
を
焼
失
す
る
と
い
う

悲
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
惨

禍
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

市
で
は
昭
和
六
十
年
に

「核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
、
以
来
平

和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
伝
え
る
事
業

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

今
年
も
平
和
月
間
の
期
間
中
、
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
催
し
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
平

和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
平
塚
大
空
襲
資
料
塵
不
:
7
月
四

日
ま
で
の
午
前
9
時
1
午
後
5
時、

博
物
館
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー

マ
「
平
和
の
本
」
特
集
展
示

:
7月

日
日
1
8
月
初
日
の
午
前
9
時
1
午

7月16日---8月24日は

平和月闘です平
和
を
願
う

「灯
ろ
う
流
し
」

第603号 (1日・15日発行)広報ひ5っか

ヤ

図

家
族
そ
ろ
っ
て
、
設
か
な
自
然
の

び
わ
青
少
年
の
家
で
、
キ
ャ
ン
プ
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぴ
わ
青
少
年
の
家
で
は
、
ご
家
族

な
ど
少
人
数
で
も
利
用
で
き
る
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
デ
イ
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
通
常
は
十
人
以
上
の
団

体
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の

「フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
デ
イ
」

に
は
家
族
単
位
の
利
用
を
優
先
し
て

受
け
付
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

後
5
時

(金
曜
日
は
午
後
7
時
)、
中

央

・
北
・
西
・
南
図
書
館

マ
平
塚
空
襲
の
日
市
民
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン・・
・7
月
日
日
の
午
後
2
時
1
4時、

平
塚
駅
周
辺

マ
平
和
普
及
展

(写
真
パ
ネ
ル
や
戦

時
中
の
物
品
の
展
示
)
:
・7
月
時
日

i
M日
の
午
前
8
時
加
分
1
午
後

5

時
、
市
役
所
市
民
ホ
l
ル

マ
平
和
映
画
会

ー

①
7
月
幻
自

「炎
の
証
言
1
打
ち
続

い
た
空
襲
」
ほ
か

②
8
月
3
日

「消
え
さ
ら
ぬ
傷
あ
と

火
の
海

・
大
阪
」
ほ
か

①
8
月
刊
日

「あ
の
日
こ
の
校
舎

で
印
年
前
に

・
被
爆
し
た
ナ
ガ
サ

キ
の
記
憶
」
ほ
か

※
以
上
い
ず
れ
も
午
前
四
時
と
午
後

2
時
の
2
回
、
中
央
図
啓
館
で
上
映

④
8
月
日
日

「お
こ
り
じ
ぞ
、
之
、
午

夏
み
な
さ
ん
に
夏
休
み
を
利
用
し
て

考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、
環
境
論
文

や
標
語
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
で
応
募
さ
れ
る
場
合

は
、
平
塚
市
役
所
(
干
加
平
原
市
浅

間
町
9
1
1)
へ
お
送
り
一く
だ
さ
い
。

担
当
課
名
を
忘
れ
ず
に
。

環
境
を
テ
l
マ
に

し
た
論
文
を
募
集

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
、
望
ま
し

い
平
塚
の
環
境
像
、

自
然
と
の
共
生

な
ど
を
テ
1
マ
に
し
た
論
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

市
民
や
行
政
、
事
業
者
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
た
ら
よ
い
か
、

さ
い
。

マ
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
デ
イ

.
8
月
時
日
(土
)i
口
日
(日
)

.
8
月
お
日
(土
)1
M
日
(日
)

マ
対
象
親
子
を
主
体
と
し
た
家
族

マ
利
用
で
き
る
主
な
内
容

・
テ
ン
ト
で
の
1
泊
2
日
の
キ
ャ
ン

プ・
日
帰
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
野

外
炊
事

マ
申
し
込
み
方
法
電
話
で
、

び
わ

青
少
年
の
家
宮

(回
)
0
8
7
1
へ

※
夏
休
み
中
の
平
日
に
も
家
族
で
利

用
で
き
る
日
が
あ
り
ま
す
。
び
わ
背

少
年
の
家
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

h
v
 

ど
、
?
す
れ
ば
住
み
よ
い
郷
土
を
未
来

に
引
き
継
げ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
の

提
言
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
ま
た
は
通
学
す
る
個
人
お
よ
び

グ
ル
ー
プ

(
高
校
生
以
上
)

マ
応
募
方
法

二
千
字
以
内
に
ま
と

め
て
環
境
衛
生
管
理
諜
へ
郵
便
か
、

フ
ァ
ク
ス

(部
|
2
8
7
0)
で

マ
締
め
切
り

7
月
白
日
(木
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生
管
理

課

(内
線
6
5
9
)

緑
化
を
進
め
る
標
語

緑
を
守
り
、
緑
化
を
進
め
、
私
た

ち
の
気
持
ち
も
花
と
緑
で
い

っ
ぱ
い

に
な
る
よ
う
な
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
、
お

勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方
で
、

締
め
切
り
は
九
月
九
日
(火
)
で
す
。

マ
応
募
規
定

①
1
人
1
点
②
1
点

却
字
以
内
③
未
発
表
作
品

マ
応
募
方
法
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、

学
校
名
・学
年

(勤
務
先
)

年
齢
、
屯
話
番
号
を
記
入
し
て
、

み

ど
り
公
園
謀

(内
線
4
2
5)
へ

土
砂
災
害
を
防
ぐ
絵
画

と
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
を

土
砂
災
筈
か
ら
人
命
、
財
産
を
守

る
た
め、

小
・

中
学
生
を
対
象
に
絵

画
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、

九
月
十
七

日
(水
)で
す
。

マ
サ
イ
ズ
と
内
容

絵
画
と
ポ
ス
タ

後
3
時
1
、
西
国品川
U

館

マ
広
島
長
崎
被
爆
写
真
展
・
--
8
月

4

日
1
日
日
の
午
前
8
時
却
分
i
午
後

5
時
、
市
役
所
市
民
ホ
l
ル

マ
平
和
灯
ろ
う
流
し

(「
す
い
と
ん
」

の
試
食
会
な
ど
も
あ
り
)
・:
8月
日

日
の
午
後
6
時
却
分
1
8時、

金
目

川
観
音
橋
下
の
河
原

。
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

(内
線

7
8
3
)
 

~ 
ンJ

ツ

ー
は
サ
イ
ズ
や
描
き
方
自
由
、
作
文

は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
以
内
、

い
ず
れ
も
未
発
表
作
品
に
限
る

マ
応
募
方
法
絵
画

・
ポ
ス
タ
ー
は

画
用
紙
の
謀
、
作
文
は
原
稿
用
紙
に

住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
年
齢
を
記
入
し
て
、
市
内
各

小
・

中
学
校
ま
た
は
水
政
課

(内
総

6
2
1
)
に
提
出
す
る

ブ
レ
サ
イ
ク
ル
標
語

プ
レ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
前
の
段
階
、

つ
ま
り
物
を
購

入
す
る
時
点
で
い
か
に
ご
み
を
減
ら

す
か
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

ご
み
を
生
ま
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
の
標
語

市
民
文
芸
「
夏
の

部
」
作
口
凹
を
募
集

み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
文
芸
活
動

の
成
巣
を
発
表
し
て
い
た
だ
こ
う
と

市
民
文
芸
「
夏
の
部
」
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
、
す
べ
て
来
年
三
月

に
発
行
さ
れ
る
冊
子
に
掲
載
さ
れ
ま

す
。
脊
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
部
門
お
よ
び
題

・
俳
句

「雷
」

・
「夜
庖
」
、
通

じ
て

3
匂
ま
で

・
短
歌
題
は
自
由
、
投
稿
数
の
制

限
は
な
し

・
川
柳

「

耳
」、
3
句
ま
で

を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
テ
1
マ
の
例
買
い
物
袋
を
持
参

す
る
、
過
剰
包
装
を
断
る、

使
い
捨

て
商
品
を
利
用
し
な
い
、

再
生
ロ
聞を

選
ぶ
、
な
ど

マ
対

象

市

内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方

マ
応
募
規
定

①

1
人
2
点
以
内
②

1
点
却
字
以
内
@
木
発
表
作
品

マ
応
募
方
法
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
作
品
を
記
入
し
て
、

環
境
衛
生
業
務
課
(内
線
2
3
9)
ヘ

マ
締
め
切
り

9
月
1
日
(月
)

ク
リ
ー
ン
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
開
く

「ご
み
」
に
つ
い
て
の
宿
題
や
自

由
研
究
な
ど
の
お
手
伝
い
を
通
し
て
、

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
こ
う
と
「
ク
リ
ー
ン
サ
マ
I
ス
ク

ー
ル
」
を
聞
き
ま
す
。

対
象
は
、
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
質
問

や
疑
問
点
を
ま
と
め
て
、
環
境
衛
生

業
務
課

(内
線
2
3
9)
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

マ
笑
施
日

7
月
M
日
1
8月
訪
日

の
聞
の
毎
週
木
昭
日

マ
時
間

午
後
2
時
1
3時

マ
会
場

環

境
衛
生
業
務
課

(市
役

所
新
館
2
階
)

-
詩

「現
代
詩
」、
題
は
自
由
、
八

百
字
桂
度
1
編
ま
で

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方

マ
応
募
規
定
①
未
発
表
の
本
人
の

作
品
で
あ
る
こ
と
②
部
門
ご
と
に
別

の
は
が
き

(詩
は
原
稿
用
紙
)
を
使

う
こ
と
③
か
い
舎
で
分
か
り
ゃ
す
く

書
く
こ
と
④
部
門
、
住
所
、
氏
名
、

屯
話
番
号
は
、
は
が
き
の
表

(詩
は

別
紙
)
に
書
く
こ
と
⑤
市
外
に
お
住

ま
い
の
方
は
勤
務
先

(学
校
)
名
を

暫
く
こ
と

マ
締
め
切
り

7
月
白
日

(消
印
有

効
)

マ
応
募
先
社
会
教
育
課

(〒
加
平

塚
市
立
原
町
2
|幻
・
内
線
6
6
1)

~あまたのメッをージを~

判J~~(þ[ill ffi0)~~[ill@ 
「かなが わ ・ゆめ国体」 平塚市実 行 委員会では、各種

団体や 事 業所 などのみな さんが地区や 職場で イベン トを

開催するときに、国体を PRして いただ くための イベン

ト用物品を貸し出して い ます。 ぜ ひ ご利用 くだ さい。

。 貸 し出 し物 品 輪投げ板、 ダ -，..........刊 2直k'.霊感

ツ板、のぼり旗、 マスコッ ト旗、 ‘ 必~Q' ;P"!~~い":i:l
マスコッ ト 「かなべえ」、ウ イ』岨・副伊r........~

ン ドプ レーヵー、横断幕 、バン プ止 わ

フ レ ッ トな ど

O貸し出し期 間

。 申し 込み 先

152) 

くかな が わ・ゆめ国体 秋季大会>平成10年 10月24日-29日

我が家の防災対策を確認<連載⑧>

家庭でも月に1回、
防災にづいて話し合帆ま_lJ~ょう

災害ーな どの被害をlbi小|浪

に食い止 める ため には、防

災 に対す る日 ごろの準備が

かこかせません。

い ざと い うとき 、家族の

一 人一 人がどの よ うに行動

すべき か 、月にl回くら い

話 し合 い、 それぞれの役割

分 担 を決 め ておきま し ょ

っ。

公
民
館
ま
つ
り
で
P
R

(畑
地
北
体
育
振
興
会
)

原則 と して 1週

国体推進課 (内線

防災課 (内線143)。 担当

みなさんの家庭から出されている「燃せるごみ」を調べてみると、中身の約半

分は水分となっています。水分の多い ごみの処理には、運搬や焼却に余計な経費

ががかります。特に毎年7月、 8月は、水分を含んだ生ごみが多く出されます。

ごみを出す前に 「もうひとしぼりJ水分 を 切り、ごみ減量に己、協力ください。

生ごみの水切りを~ごみの半分は水分です~
環境衛生業務課(内線239)問い合わせ先
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寺集 、'"

進めι
いま:9:

い
た
だ
い
て
い
ま
す

「
総
合
計
画
」
は
、
平
塚
の
未
来
の
姿
を
描
く
ま
ち
づ
く
り
全
体
の
指
針
で
す
。
こ
の
計
画

を
「
い
き
た
計
画
」
と
す
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
参
加
、
理
解
、
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
新
し
い
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
横
々
な
方
法
で
「
市
民
参
加
」
を
進
め
て

い
ま
す
。
4

フ
回
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
市
民
参
加
な
の
か

ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
に
参
加

し
て
い
た
女
性
か
ら
、
こ
ん
な
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
に
任

せ
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
市
民
も

一

緒
に
な
っ
て
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て

進
め
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
私
た
ち
の
財
産
だ
と
い
う
意
識

が
施
設
を
大
切
に
さ
せ
る
よ
う
に
な
る

し
、
無
駄
な
投
資
も
省
け
ま
す
。
何
よ

り
大
切
な
こ
と
は
、
そ
こ
か
ら

「郷
土

愛
が
生
ま
れ
る
』
と
い
う
こ
と
で
す
」。

総
合
計
画
を
「
市
民
参
加
」
で
進
め

る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

8
8
6
の
ア
イ
デ
ア

自
治
会
な
ど
を
通
し
て
お
配
り
し
た

「
ア
イ
デ
ア
募
集
用
紙
」
で
は
、
八
百

八
十
六
件
の
ア
イ
デ
ア

(
意
見
)
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

-
通
や
川

マ
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
海
に

マ
泳
げ
る
海
を
実
現
す
る

マ
海
や
川
に
親
し
め
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
l
ス
を
整
備
す
る

-
花
と
み
ど
り

マ
自
然
を
い
か
し
た
公
園
を
増
や
す

マ
街
路
樹
を
増
や
し
、
コ
ー
ナ
ー
ご
と

に
花
を
植
え
、
景
観
を
よ
く
す
る

.
福
祉

マ
お
年
寄
り
ゃ
障
害
を
持
つ
人
に
も
配

慮
し
た
道
路
な
ど
の
整
備
を
進
め
る

マ
世
代
や
障
害
を
超
え
た
究
流
の
場
を

を
受
け
、
み
ん
な
で
ま
ち
を
守
る

マ
避
難
所
に
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達

用
の
伝
言
板
を
用
意
す
る

マ
企
業
も
地
域
の
災
害
対
策
を
手
伝
え

る
よ
う
、
日
ご
ろ
の
対
策
を
充
実
す
る

.
環
境

マ
水
生
生
物
が
生
息
し
や
す
い
川
づ
く

り
を
進
め
る

マ
市
民
参
加
に
よ
る

「省
エ
ネ
計
画
」

や

「ご
み
処
理
計
画
」
の
策
定
と
実
行

マ
コ
ン
ポ
ス
ト
の
利
用
を
進
め
て
、
生

ご
み
の
た
い
肥
化
を
進
め
る

-
文
化
・
教
育

マ
大
学

(
学
生
を
含
む
)
と
地
域
と
の

交
流
を
活
発
に
す
る

マ
余
裕
教
室
を
学
童
保
育
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
の
場
な
ど
に
活
用
す
る

-
ス
ポ
ー
ツ

マ
フ
ッ
ト
サ
ル

(少
人
数
の
サ
ッ
カ
ー
)

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

「
3

∞3
」

が
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る

マ
ベ
ル
マ

I
レ
平
塚
を
活
用
し
て
、
平

塚
を
県
西
部
の
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
に

-
都
市
基
盤
整
備

マ
道
路
の
整
備
や
橋
の
新
設
を

マ
駐
車
(
輪
)
場
整
備
と
違
法
駐
車
対
策

マ
新
幹
線
新
駅
を
誘
致
す
る

マ
駅
周
辺
を
総
合
的
に
再
整
備
す
る

.
産
業

マ
大
型
庖
の
誘
致

(商
業
の
活
性
化
)

マ
先
端
技
術
産
業
の
企
業
を
誘
致
す
る

マ
七
夕
ま
つ
り
を
活
性
化
す
る

市
民
の
つ
ど
い

平
成
八
年
度
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ

ど
い
は
三
会
場
で
聞
か
れ
、
計
二
百
四

む
水
辺
の
エ
リ
ア
」

マ
生
物
が
す
め
る
き
れ
い
な
花
水
川
を

マ
泳
げ
る
海
、
海
水
浴
場
の
実
現

マ
花
水
川
の
土
手
を
、
な
で
し
こ
な
ど

の
花
で
埋
め
た
い

マ
な
で
し
こ
公
園
と
花
水
川
を
つ
な
ぐ

陸
橋
の
実
現

av中
原
公
民
館

「花
と
み
ど
り
の
街

(並
み
)
づ
く
り
」

マ
緑
地
帯
に
各
家
庭
が
花
や
緑
を
植
、
え

ら
れ
る
よ
う
に

マ
公
園
は
地
域
住
民
が
育
て
守
る

マ
山
王
緑
地
を
緑
地
と
し
て
保
存
す
る

マ
谷
川
排
水
路
に
車
い
す
で
も
使
え
る

散
策
路
や
避
難
路
な
ど
を
整
備
す
る

-
旭
北
公
民
館

「
い
き
い
き
高
齢
化
社

会
を
目
指
し
て
」

マ
世
代
聞
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

(昔
話

を
聞
く
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
こ
ど
も
の

家
の
お
年
寄
り
な
ど
へ
の
開
放
等
)

マ
元
気
な
お
年
寄
り
に
地
域
の
在
宅
介

護
の
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く

マ
介
護
す
る
人
材
の
育
成
強
化

マ
西
部
福
祉
会
館
の
建
設
な
ど
施
設
の

充
実

え
方
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
自

由
意
見
欄
に
一
千
七
百
六
十
九
件
も
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
は
、
「
総
合
計
画
」
の
中
で
い
か

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
を
掲
載
し
た
報
告
書
は
、

同
じ
時
期
に
実
施
し
た
企
業
ア
ン
ケ
ー

ト
調
筆
の
報
告
暫
と
と
も
に
各
公
民
館

に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

5
0
0
0人

ア
ン
ケ
ー
ト

平
成
八
年
二
月
に
四
千
九
百
九
十

一

人

(無
作
為
抽
出
)
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
有
効
回

収
数
は
三
千
二
百
二
十
六

(六
四

・

六

%
)
で
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九
月

の
広
報
ひ
ら
つ
か
で
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、

「地
域
活
動
に
つ
い
て
の
考

地域活動・グループ活動の参加状況(男女別)

と
き
ど
き
行
っ

て
い
る

定
期
的
に
行
っ

て
い
る

針

性

スポーツ レクリエ
ーション

芸術 ー文化など趣味

の活動

知織教寮を深めるた

φーの錨習会ーーーーーーー
老人爵害者芯どへ

のポランティア活動

不用品の交換会など

リサイクル活動

性

あ
ま
り
そ
う
は

思
わ
芯
い

三ヨ日

・圃目女

関す;

わタ

白

合

〉係ね方

男

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 

-毎週月~金曜日 9時-16時

。悩み ごとは「ヤングテレホンJ
宮 33-7830(ミミでナヤミナシ)

毎週月 ~金曜日 9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

至平縁駅

子育て栂談室

館
央
民

中
公錯

口側、
子

ど

も

教

育

問

姻
叡
セ
ン
タ
ー

チ
民
ン

市
セ

市民相談室
(市役所 1階)

ft23-1111内線293

分-17時

。ボランティア

時30分-17時

く〉結婚毎週日曜日10時-15時(第

3日曜日は除く)

。母子毎週月~金l曜日 9時-16時

。家庭児童毎週月~金曜日 9時~

16時

。婦人 8月14日(木)10時-15時

。高齢者職業毎週月~金曜日 9時

30分-16時

。来所毎週月~金曜日10時-17時

。電話毎週月~土曜日9時-17時

(第 2・第4土曜日を除く)

-毎週月~木曜日 9時30分-16時

(木曜日は12時まで)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

ft21-7639 もしもし健康相談
(保健センター)

ft34-1221 

福祉会館

ft33-2333 

。専門(法律 ・金融・住宅 ・保健医

療、いずれも予約制) 8月14日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援毎週月~金曜日 8時30

毎週月~金曜日 8

。人権 7月15日(火)、 8月 5日

(火)、 8月19日(火)13時-16時

。行政 7月15日(火)、 8月19日

(火)、 9月16日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水曜日

13時-16時 (8月は休み)

。登記・供託・測量 8月8日(金)、

9月12日(金)13時-16時

。住宅(新 ・改築) 7月15日(火)、

8月19日(火)13時-16時

。発明・考案・特許 8月4日(月)、

9月8日(月)10時-15時

。労働 8月14日(木)、 9月11日

(木)13時-16時

。下請け取り引きあっせん 7月17

日(木)、8月21日(木)13時30分-16時

。年金 ・社会保険・労災 8月12日

(火)、 9月9日(火)10時-15時

。健康(予約制) 8月18日(月)、

10月20日(月)9時30分-11時30分

。消費生活毎週金曜日 9時-16時

聞道134号

毎週金曜日 9時-12時。手話案内

30分

。建築設計 ・耐震 8月11日(月)、

10月13日(月)13時-16時

。高年齢者職業 8月7日(木)、

月4日(木)9時-12時

。一般市民 毎週月~金曜日 9時~

16時

9 

-毎週月 ・木曜日 10時-16時

政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
メ
モ
な
ど



特集

総合計画
|の策を行

革
、

第603号 (1日・15日発行)

「第
二
次
行
政
改
革
実
施
計
画
」
は
、

平
成
八
年
度
か
ら
十
年
度
ま
で
の
三
年

間
に
計
画
的
に
推
進
す
る
事
項
を
整
理

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
初
年
度

(平
成
八
年
度
)
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

で
す
。
市
で
は
今
後
も
、
効
呆
的
か
っ

計
画
的
に
行
政
改
撃
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

広報ひ5っか

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

回

マ
幼
児
数
の
減
少
に
伴
い
、
市
立
幼
稚

財
政
運
営
の
効
率
化

闘
を
8
固
か
ら
5
闘
に
統
磁
合
し
、
各

国
で
2
年
保
育
を
実
施
し
た

マ
社
会
福
祉
大
会
を
、
芸
能
人
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
型
か
ら
市
民
手
作
り

参
加
型
に
変
克
し
、
福
祉
会
館
ま
つ
り

と
同
時
開
催
と
し
た

マ
何
歳
以
上
の
お
年
寄
り
全
員
を
対
象

と
し
て
い
た
敬
老
祝
い
金
を
、

U
U寿
や

米
寿
な
ど
の
節
目
の
年
の
み
に
安
更
し
、

額
を
増
や
し
て
お
渡
し
し
た

マ
課
ご
と
に
追
っ
て
い
た
現
金
領
収
舎

の
様
式
を
統

一
し、

印
刷
の
発
注
を
ま

と
め
て
経
費
を
削
減
し
た

マ
経
常
経
費
の

一
部

(旅
費
、
消
耗
品

裂
な
ど
)
を
前
年
度
比
で

一
一
律
叩
%
削

減
し
た

マ
食
料
貨
の
新
支
出
基
準

(限
度
額
)

を
設
定
し
、
経
質
を
節
減
し
た

マ
施
設
の
契
約
屯
力
を
見
直
し
、
契
約

基
本
料
金
を
節
減
し
た

マ
遊
休
市
有
地
を
売
り
払
っ
た
り
貸
し

付
け
た
り
し
て
、
効
率
的
に
運
用
し
た

マ
公
共
下
水
道
使
用
料
や
情
姉
手
数
料

な
ど
を
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じ

た
適
正
な
額
に
見
直
し
た

民
間
活
力
の
活
用

マ
南
部
福
祉
会
館
な
ど
の
管
理
運
営
を

社
会
稲
祉
法
人
に
委
託
し
、
人
件
目
を

節
減
す
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な
ノ
ウ

地援社会の一員と
して何が貿献したい

隣近所とのつき
あいは大切だ

「
素
案
」

は
9
月
日
日
号
に

定
員
管
理
の
適
正
化

マ
職
日
数
を
増
や
さ
な
い
定
員
管
理
適

正
化
計
画
を
策
定
し
て
、
郁
務
事
業
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド

・
ピ
ル
ド
(
事

業
を
新
設
す
る
た
め
に
既
存
の
事
業
を

改
廃
し
、

全
体
と
し
て
の
事
業
の
増
大

を
防
ぐ
こ
と
)
に
よ
り
生
み
出
し
た
職

只
を
新
規
業
務
に
再
配
置
し
た

市
民
と
協
働
し
た

行
政
運
営

マ
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
を
開
催

し
、
ま
ち
の
未
来
や
地
域
に
共
通
し
た

課
題
を
話
し
合
い
、
地
域

・
個
人

・
行

政
の
各
々
の
役
割
と
理
解
を
深
め
た

マ
女
性
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る
た

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
反
映
し
た

「素
案
」
を
公
表

(
9月
)

「
素
案
」
に
対
す
る
み
な
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
「
総
合

計
曹

を

策

定

新
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

(
平
成

m年
4
月
)

市
民
の
立
場
に
立
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス

マ
市
へ
の
提
む
や
意
凡
な
ど
を
フ
ァ
ク

ス

(フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・

0
1
2
0
|

7
0
4
5
8
9)
で
M
時
間
受
け
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た

マ
市
の
情
報
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ
1
ム
ベ
l
ジ
を
開
設
し
た

(ア

ド
レ
ス
は
1
面
題
字
の
横
に
掲
載
)

マ
市
民
病
院
の
病
室
の
ベ
ッ
ド
に
、
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
l
ド
を
利
用
で
き
る
テ
レ

ビ
や
屯
話
を
設
置
し
た

マ
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
学
校
や
家
庭
へ
出
向
い
た
相
談
活

動
を
充
実
し
た

。
担
当

企
画
鯛
整
課
A

丙
線
1
5
8)

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
ク
ラ
ス
に
な
じ
め
な
い

小
学
校
五
年
生
の
A
子
さ
ん
は
「
前
の
ク
ラ

ス
は
楽
し
か
っ
た
。
今
は
友
達
が
い
な
い
し
、

而
白
く
な
い
」
と
ぼ
や
い
て
ば
か
り
で
す
。
ク

ラ
ス
に
な
じ
め
な
い
A
子
さ
ん
に

「割
り
切
っ

て
新
し
い
友
達
を
つ
く
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」

と
お
母
さ
ん
は
励
ま
し
ま
す
が

「私
の
気
持
ち

な
ん
か
分
か
ら
な
い
わ
」
と
、
か
え
っ
て
か
た

く
な
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
時

が
た
て
ば
次
第
に
慣
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、

一
学
期
の
後
半
に
な
っ
て
も
改

善
し
な
い
の
で
不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
本
人
の
気
持
ち
と

友
達
関
係
や
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
な
ど
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
、
ク
ラ
ス
に
な
じ
む
の
に
時
間
が

か
か
る
ケ
l
ス
が
あ
り
ま
す
。
特
に
前
の
ク
ラ

ス
や
友
達
へ
の
思
い
が
深
い
と
、
そ
れ
を
失
っ

た
悔
は
大
き
く
、
な
か
な
か
気
持
ち
が
切
り
替

え
ら
れ
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
自
分
を
出
せ
な

く
な
っ
た
り
、
友
達
と
の
か
か
わ
り
に
自
信
を

失
っ
た
り
し
て
次
第
に
孤
立
感
を
募
ら
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

実
は
A
子
さ
ん
は
仲
の
良
か
っ
た
B
子
さ
ん

と
別
々
の
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
B
子

さ
ん
が
ほ
か
の
ク
ラ
ス
で
楽
し
そ
う
に
し
て
い

る
と
、
裏
切
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て

向
分
か
ら
迫
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

A
子
さ
ん
は
、
新
し
い
ク
ラ
ス
は
雰
聞
気
が

迎
う
よ
う
に
感
じ
、
だ
れ
に
も
心
を
聞
け
ず
に

い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
つ
ら
い
気
持
ち
を
だ
れ

よ
り
も
お
母
さ
ん
に
分
か
っ
て
欲
し
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
先
生
と
も
連
絡
を
取
り
な
が
ら
見

守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す

0

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

川市山科
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
2

小
児
成
人
病
と
は

質
問

}
ノ

「小
児
成
人
病
」
とい、
2
言

葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
。

予
防
法
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
答
え

「成
人
病
」
は

「生
活
習

慣
病
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
長
年
の
生
活
習
慣
の
ゆ

が
み
な
ど
が
原
因
で
、
大
人

が
な
る
病
気
だ
と
考
、
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
将
来
成
人
病
に

つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
動
脈

硬
化
の
因
子

(肥
満

・
高
血

圧
・
高
脂
血
症
な
ど
)
を
持

つ
子
ど
も
が
、
最
近
噌
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
は

「成
人
病
予
備
箪
」
と

呼
ば
れ
、

「小
児
成
人
病
」
の

一稿
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「成
人
病
予
備
軍
」
の
増

加
に
は
、
子
ど
も
の
生
活
溜

慣
、
と
り
わ
け
食
習
慣
と
運

動
不
足
が
大
き
く
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
予

防
に
は
成
人
病
を
寄
せ
つ
け

な
い
よ
う
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

と
い
う
よ
う
に
、
幼
児
期
は

生
活
糊
口
慣
を
築
く
大
切
な
時

期
で
す
。
将
来
成
人
病
に
な

ら
な
い
よ
う
、
次
の
よ
う
な

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ、っ
。

①
学
寝
早
起
き
、
規
則
正
し

い
生
活
リ
ズ
ム

②
よ
く
体
を
動
か
す

③
食
事
や
お
や
つ
を
食
べ
過

ぎ
な
い
(
腹
八
分
)

④
好
き
嫌
い
な
い
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
生
活

(1
自
却
食

品
を
摂
取
す
る
。
繊
維
の
あ

る
野
菜
と
品
川
鎖
を
食
べ
る
)

⑤
良
く
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り

食
べ
る

⑤

「
孤
食
」
を
避
け
、
家
族

で
楽
し
い
食
卓
づ
く
り

⑦
過
度
の
ス
ト
レ
ス
を
避
け

ゆ
と
り
あ
る
生
前
を

市
で
は
小
児
成
人
病
予
防

対
策
委
員
会
を
設
世
し
、
小

児
期
か
ら
の
成
人
病
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

0

.
保
健
セ
ン
タ
ー

宮
(担
)0
3
1
1

市民のみなさんから市政に対するご意見、ご提案をいた

だくため、フリーダイヤル (送信料市負担)で24時間利用

できるファクスを設置しています。ぜひ、 ご利用ください。

なでしこファクスをご利用ください
o 1 2 0 -7 0 4 5 8 9 FAX番号

昨
年
六
月
に
策
定
し
た

「第
二
次
行
政
改
革
実
施
計
画
」

に

墨
づ
き、

市
で
は
、
今
ま
で
の
制
度
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
ゃ
経
質
の
節
減
な
ど
、
こ
の
一
年
間

の
取
り
組
み
の
主
な
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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